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｢強相関伝導系の物理 若手秋の学校｣
(Q)､スピン(i)､チャンネル自由度(jc)の関数として
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1 0 1/2 0.034
･1 0 1/2 0.216
2 1/2 0 0.319
01/2 10.500
1 11/2 0.534
･2 1/2 0 0.682
･1 11/2 0･716
表3:図9のNRGによって得られた低温極限(上-30)の固定点構造とCFTの有限サイズスペクトルの比
較｡第-､第二励起状態から見積もられた有効交換相互作用とポテンシャル散乱はr◆=0.585∂=-0.364
である｡
J2イ3が主要配位であるモデルでは､J3基底であるエネルギー領域で有効交換相互作用が
ゆるやかに減少し､J2基底状態が成立してからはほとんど増加しない｡この変化はTCKM
や拡張2チャンネルアンダーソンモデルがTCKEで電気抵抗が減少する場合と類似して
いる｡
以上に示した結果は､どちらもNFLが実現する混成強度としてはかなり大きく､結晶
場一重項-の転移が起きる強度に近い.混成強度が小さい場合には､f2-f3の基底状態入
れ換わりは起きず､有効交換相互作用は単調増加するので電気抵抗の増加として寄与す
ることが予想される｡
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｢強相関伝導系の物理 若手秋の学校｣
4 今後の課題
4.1 ポテンシャル散乱の温度依存性の考慮
第 3節で扱った結晶場中の6重縮退アンダーソンモデルは伝導電子のチャンネル数の
多さのために､直接動的励起を計算することは現段階では不可能である｡そこで､本稿
では固有値構造のみを計算し､有効交換相互作用の温度依存性を動的励起が実際に計算
されたモデルのそれと比較して電気抵抗の温度変化を予想し､J2イ3を主要配位とするモ
デルで有望であるとした｡しかし結晶場中6重縮退アンダーソンモデルの場合､ポテン
シャル散乱の強度が有効交換相互作用と同程度の強いエネルギー依存性を持っており､有
効交換相互作用だけで電気抵抗の温度依存性が評価できるのかはわからない｡このポテ
ンシャル散乱の強いエネルギー依存性は､高温ではhalf-filedのf3状態を基底状態とし
ていた系が低温でJ2の非Kramers二重項を基底基底とするNFLに転移するためと考え
られる.拡張2チャンネルアンダーシンモデルやポテンシャル散乱つきTCKMl9】では､
ポテンシャル散乱の強度のエネルギー依存性はほとんどないので､対応づけが困難であ
る｡正確な評価を行うためには､くりこみの過程で中間結合固定点に到達する前に得ら
れる固有値構造を記述するような有効ハミル トニアンの考案が必要である｡
4.2 拡張2チャンネルアンダーソンモデルの現実性
本稿では､拡張2チャンネルアンダーソンモデルは単に ｢電気抵抗の減少と帯磁率の発
散を同時に示すモデル｣として紹介し､現実の系との関係については述べなかった｡こ
のモデルを敢えて現実の系にマップしようとすると､立方対称結晶場中のアンダーソン
モデルのr7軌道にJ電子が一個局在し､r8軌道のJ電子が伝導電子と混成しているとい
うものになるが､このようなモデルが6重縮退アンダーソンモデルの一つの極限として
存在し得るであろうか?本稿で示したような混成強度やクーロン相互作用が等方的なモ
デルでは不可能であるが､現在これらの量に異方性をとり入れた場合について研究中で
ある｡
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